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主　な　内　容

　市の人口と世帯　　79,167 人 ( 前月比▲ 188) 男 39,317 人　女 39,850 人　世帯 29,417 世帯 4 月 1 日現在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● ごみ出しはルールを守って　 　　　　　　　　P10

● 子ども手当は 4月から児童手当に変更　　　　 P11

● 石岡市地域福祉計画を策定　　　　　　　　　　P2

● 市内各施設の放射線量　　　　　　　　　　　　P5

● 食品中の放射性セシウムに係る基準値が変更       P9

　ＪＲ常磐線高浜駅のすぐ前に広が
る恋瀬川河口の「高浜の釣場」は、茨
城百景の一つに数えられています。こ
こからは、均整のとれた美しい姿の筑
波山を見ることができます。
　毎年4月には「茨城県高浜釣大会」
が開催され、今年は4月15日に行わ
れました。

高浜の釣場

（ 高 浜 ）

いしおか



お
互
い
を
思
い
や
り
支
え
あ
う

  
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち  

い
し
お
か

  
石
岡
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

基本理念

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
な
ど
の
社

会
情
勢
や
地
域
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
昔
な
が

ら
の
家
庭
や
地
域
の
付
き
あ
い
が
希
薄
化
し
、

助
け
あ
い
や
支
え
あ
い
な
ど
の
機
能
が
失
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

る
社
会
問
題
に
は
、
例
え
ば
、
不
安
や
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
も
相
談
相
手
が
い
な
い
た
め
に
子

ど
も
や
高
齢
者
を
虐
待
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

や
、
地
域
の
中
で
の
孤
立
が
、
引
き
こ
も
り
や

自
殺
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
助
け
あ
い
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
住
民
（
民
間

団
体
）
が
互
い
に
連
携
し
、
問
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
市
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
行
政
計

画
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
行
動
計
画
「
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
期
間
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

地
域
福
祉
っ
て
？

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
民

の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
手
助
け
や
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
た
ち
が
抱
え
る
生
活
上
の
様
々
な
課
題
を
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
努
力（
自
助
）、住
民
同
士
の
相
互
扶
助（
共
助
）、公
的
な
制
度（
公

助
）
の
連
携
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

地
域
で
生
活
す
る
す
べ
て
の
人
の
安
心
と
幸
せ
を
実
現
す
る
た

め
の
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
「
地
域
の
助
け
あ
い
に
よ
る
福

祉
」、
こ
れ
が
「
地
域
福
祉
」
で
す
。

計
画
の
基
本
理
念

　

各
地
域
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
な
い
人
、
性
別
・
年
齢
・

国
籍
や
文
化
の
違
う
人
な
ど
、
様
々
な
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
最
近
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
な
ど
に

伴
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
問
題
や
、
高
齢
者
・
子
ど
も

へ
の
虐
待
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
や
市
全
体
の
中

で
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
触
れ
あ
い
や
支
え
あ
い
を
育
む
と
と
も
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
共
有
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
人
や
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
互
い
に
補
い
な
が
ら
、
地
域
で
協
力
し
合
う

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
、

お
互
い
を
思
い
や
り
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
。
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こ
の
計
画
で
は
、基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
四
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
四
つ
の
計
画
の
柱
と
そ
の
た
め
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
実
施
す
る
18
の
施
策
を
「
計
画
の
体
系
図
」
の
と
お
り
定
め

ま
し
た
。

基本理念 お互いを思いやり支えあう 
　　ずっと住み続けたいまち  いしおか

基本目標
◆思いやり支えあう地域をつくります
◆自立した生活を支える地域をつくります
◆健康で活気のある地域をつくります
◆安心して暮らせる地域をつくります

　

地
域
福
祉
の
主
役
は
、
地
域
で
生
活
し

て
い
る
市
民
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
で
支
え
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
理
想
の
地

域
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の

取
り
組
み
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
市

民
と
行
政
の
協
働
、
さ
ら
に
は
区
（
町
内

会
・
自
治
会
）、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事

業
所
な
ど
と
の
連
携
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
「
石
岡
市
地
域
福
祉

計
画
・
石
岡
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
は
策
定

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

新
し
い
地
域
福
祉
へ
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
の

計
画
を
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
福

祉
を
担
う
主
体
そ
れ
ぞ

れ
が
協
力
し
あ
い
、
相
互
に
連
携
を
図

り
、
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

人育て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

・
子
ど
も
・
市
民
の
社
会
力
育
て

・
福
祉
に
関
わ
る
人
材
の
育
成

体制づくり
市
民
と
行
政
の
協
働

・
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
協
働

　

の
推
進

・
情
報
の
発
信
と
参
加
機
会
の
拡
大

市の役割
市
と
社
会
福
祉
協
議
会

・
市
の
役
割
分
担
の
明
確
化

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
・
強
化

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

組織づくり
・
地
域
福
祉
を
支
え
る
団
体
間
の

　

連
携
・
協
働

・
市
民
主
体
に
よ
る
地
域
を
支
え

　

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

計
画
の
柱

❶
介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す

❷
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

❸
各
種
相
談
事
業
を
充
実
し
ま
す

❹
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
ま
す

❺
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❻
災
害
時
の
支
援
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す

❼
健
康
の
管
理
や
体
力
づ
く
り
の
機
会
を
提
供
し
ま
す

❽
情
報
の
提
供
を
充
実
し
ま
す

❾
福
祉
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
ま
す

10
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
を
強
化
し
ま
す

11
学
校
な
ど
で
の
社
会
力
育
成
教
育
を
進
め
ま
す

12
地
域
住
民
の
交
流
と
協
働
を
進
め
ま
す

13
地
域
住
民
な
ど
の
福
祉
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す

14
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高
め
ま
す

15
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
ま
す

16
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

17
地
域
交
流
の
場
の
提
供
づ
く
り
に
努
め
ま
す

18
社
会
資
源
の
見
直
し
と
活
用
を
図
り
ま
す

18
の
施
策

計画の
体系図

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
７
）

※
こ
の
計
画
の
全
文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.isioka.lg.jp/

域
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の

会
・
自
治
会
）、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
事

業
所
な
ど
と
の
連
携
も
必
要
と
な
り
ま

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

ＨＰ
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め
ざ
そ
う

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

●
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局 

土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
９
２

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）

憲
法
週
間　

５
月
１
日
〜
７
日

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀
●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

曽そ

ね

た

根
田
隆り

ゅ
う
こ
う光　  （
国
府
六
）

　

内
山　

侑ゆ
う
い
ち一　

（
国
府
四
）

　

永
田　

弘こ
う
け
ん見　
（
茨
城
一
）

　

飯
田　

健
二　
（
茨
城
三
）

　

村
上　

朝
雄　
（
東
光
台
二
）

　

青
木　

祥し
ょ
う
た太　

（
大
増
）

　

皆
川　

信
之　
（
根
小
屋
）

　

中
村　

俊と
し
み三　

（
柿
岡
）

　

大
和
田
清
美　
（
東
成
井
）

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
に
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
が
憲
法
週
間
で
す
。

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
日
本

国
憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ

り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
週
間
に
あ
た
り
、
身
近
で

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜

総
務
省
の
行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
人
の
行
政
相
談
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
所
も
下
の
日
程
に
よ
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

惣そ
う
の
だ
い

野
代 

悌よ
し
た
か孝　
（
東
光
台
三
）

横
田　

ま
さ　
（
山
崎
）

矢
口　

輝
行　
（
谷
向
町
）

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
中
央
公
民
館 

相
談
室

　

５
月
11
日
（
金
）

　

９
月
14
日
（
金
）

　

11
月
９
日
（
金
）

　

・
午
後
１
時
〜
３
時

●
市
役
所 

１
階
会
議
室

　

７
月
13
日
（
金
）

　

平
成
25
年
１
月
11
日
（
金
）

　
　

  

〃  　
３
月
８
日
（
金
）

　

・
午
後
１
時
〜
３
時

行政相談所開設

●問い合わせ
・総務省茨城行政評価事務所 行政相談課
　☎ 0570-090110
・秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 212）

起
こ
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
が
考
え
、
人
権
尊
重
の

意
識
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
の
相
談
は
、
法
務
局

の
人
権
相
談
所
か
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

曽そ

ね

た

根
田
隆り

ゅ
う
こ
う光  （
国
府
六
）

　

内
山　

侑ゆ
う
い
ち一　

（
国
府
四
）

　

永
田　

弘こ
う
け
ん見　
（
茨
城
一
）

　

飯
田　

健
二
（
茨
城
三
）

　

村
上　

朝
雄　
（
東
光
台
二
）

　

青
木　

祥し
ょ
う
た太

（
大
増
）

　

皆
川　

信
之　
（
根
小
屋
）

　

中
村　

俊と
し
み三　

（
柿
岡
）

　

大
和
田
清
美　
（
東
成
井
）

　

５
月
13
日
は
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
一
斉
取
り
組
み
の
日
で
す
。　

ま
た
、
12
日
〜
18
日
は
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
で
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
52
年
に
当
時
の

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

が
、
大
正
６
年
５
月
12
日
に
岡
山

県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
程
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
日
に
定
め
ま

し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
援
助

や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
と
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
６
）

５
月
13
日
は

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い
や
り
」

広報いしおか5月1日号  №１５８　４



●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）
3 月第 5 週 4 月第 1 週

地上 1m 地表 地上 1m 地表
石岡中学校 0.132 0.150 0.136 0.141
府中中学校 0.200 0.229 0.200 0.219
城南中学校 0.175 0.188 0.158 0.174
国府中学校 0.152 0.186 0.150 0.186
園部中学校 0.167 0.174 0.167 0.174
有明中学校 0.100 0.108 0.098 0.102
柿岡中学校 0.105 0.114 0.096 0.114
八郷南中学校 0.160 0.186 0.149 0.174

中学校

Ａ 2700
測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）
3 月第 5 週 4 月第 1 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表
石岡小学校 0.184 0.185 0.163 0.183
府中小学校 0.168 0.165 0.175 0.149
高浜小学校 0.151 0.168 0.148 0.178
東小学校 0.137 0.133 0.140 0.139
三村小学校 0.170 0.173 0.166 0.198
関川小学校 0.209 0.213 0.188 0.228
北小学校 0.192 0.171 0.183 0.173
南小学校 0.181 0.218 0.146 0.205
杉並小学校 0.169 0.176 0.158 0.175
園部小学校 0.155 0.165 0.155 0.157
東成井小学校 0.167 0.194 0.171 0.166
瓦会小学校 0.120 0.126 0.115 0.129
林小学校 0.126 0.126 0.123 0.128
恋瀬小学校 0.099 0.106 0.099 0.104
葦穂小学校 0.135 0.147 0.128 0.130
吉生小学校 0.129 0.148 0.128 0.147
柿岡小学校 0.141 0.138 0.152 0.154
小幡小学校 0.138 0.136 0.116 0.137
小桜小学校 0.168 0.164 0.164 0.164

小学校

Ａ 2700
測定器

測定値（園庭中央）　
3 月第 5 週 4 月第 1 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表
第１保育所 0.157 0.152 0.179 0.163
第２保育所 0.156 0.271 0.190 0.207
園部保育所 0.146 0.168 0.153 0.160
みなみ保育所 0.204 0.235 0.155 0.154
やさと中央保育所 0.159 0.165 0.112 0.160
石岡明照保育園 0.132 0.125 0.147 0.174
泉ケ丘保育園 0.150 0.166 0.152 0.170
国分台ふたば保育園 0.163 0.178 0.163 0.157
ひかり保育園 0.130 0.153 0.133 0.153
わかくさ保育園 0.205 0.271 0.210 0.275
しらゆり保育園 0.153 0.171 0.165 0.193
そとの保育園 0.094 0.088 0.098 0.085
石岡ひまわり保育園 0.204 0.256 0.211 0.247
りんりん保育園 0.170 0.180 0.154 0.185
ことりの森保育園 0.076 0.097 0.095 0.101
児童館 0.160 0.218 0.168 0.166
児童センター（入口） 0.107 0.127 0.125 0.127

保育所
など

PA-1000 Radi

私立公立
測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も
測定しています。ホームページで確認できます。

市内各施設
　の放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

※簡易測定器の測定値は、各測定器ごとに差異があるため、同じ測定器の測定値で、放射線量の変化をとらえることとします。

4 月 2 日～　  
4 月 16 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

市役所 旭台
会館

城南
地区
公民館

龍神山
霊園

八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

県の測定 簡易測定器

（地上 1m）
地上
2.4m

地上
1m

4/2 月 ｜ ｜ 0.179 0.178 0.209 0.168 0.145 0.194 0.113 0.159
3 火 ｜ ｜ 0.180 0.168 0.235 0.173 0.135 0.211 0.111 0.148

   4 水 ｜ ｜ 0.188 0.163 0.235 0.171 0.176 0.189 0.117 0.145
5 木 ｜ ｜ 0.172 0.181 0.202 0.171 0.164 0.185 0.114 0.158
6 金 ｜ ｜ 0.161 0.189 0.210 0.182 0.144 0.207 0.111 0.156
9 月 ｜ ｜ 0.172 0.187 0.207 0.176 0.151 0.192 0.116 0.137

10 火 ｜ ｜ 0.170 0.167 0.224 0.170 0.147 0.189 0.110 0.148
11 水 ｜ ｜ 0.168 0.186 0.213 0.181 0.149 0.198 0.118 0.134
12 木 ｜ ｜ 0.173 0.170 0.191 0.166 0.140 0.208 0.103 0.150
13 金 ｜ ｜ 0.168 0.153 0.208 0.167 0.156 0.188 0.118 0.146
16 月 ｜ ｜ 0.170 0.173 0.209 0.179 0.144 0.181 0.117 0.150

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
3 月第 5 週 4 月第 1 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表
府中幼稚園 0.165 0.131 0.145 0.126
国分寺幼稚園 0.249 0.351 0.221 0.264
石岡善隣幼稚園 0.126 0.122 0.079 0.095
ばらき台幼稚園 0.144 0.140 0.136 0.134
石岡幼稚園 0.179 0.223 0.184 0.234
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.076 0.097 0.095 0.101
八郷幼稚園 0.140 0.135 0.121 0.133
東幼稚園（園庭） 0.193 0.192 0.200 0.224

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

4 月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.226 0.196 0.199
芦穂地区多目的研修センター 0.178 0.154 0.160
瓦会地区多目的研修センター 0.143 0.122 0.121
石岡学校給食センター 0.250 0.217 0.192
農村資料館 0.113 0.114 0.109
ふれあいの里石岡ひまわりの館 0.207 0.150 0.187
まちかど情報センター 0.136 0.120 0.127
常陸風土記の丘 0.199 0.174 0.182
茨城県フラワーパーク 0.199 0.166 0.159
つくばねオートキャンプ場 0.193 0.160 0.146
朝日里山学校 0.246 0.200 0.209
石岡運動公園 0.258 0.224 0.230
八郷総合運動公園 0.122 0.104 0.115
柏原野球公園 0.352 0.305 0.289
柏原サッカー公園 0.186 0.185 0.187
小井戸運動広場 0.211 0.194 0.184
国府公園 0.275 0.217 0.226
石岡ステーションパーク 0.167 0.143 0.137
いしおかイベント広場 0.105 0.102 0.101
やさと温泉ゆりの郷 0.184 0.172 0.154
柏原池公園 0.351 0.324 0.304
八軒向第 3公園 0.265 0.196 0.214
フローラル西公園 0.168 0.154 0.156
ばらき台第 2公園 0.192 0.180 0.176
池の台記念碑 0.221 0.221 0.215

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi測定器

　５　 広報いしおか 5 月 1 日号  №１５８



ゲ
ー
デ
兄
弟
「
美
し
い
音

楽
で
元
気
づ
け
た
い
」

▲演奏するゲーデ兄弟

　

公
益

財
団
法

人 

東

日
本
鉄

道
文
化

財
団　

（
大
塚

陸
毅
理

事
長
）

の
支
援

を
受
け

て
行
っ

て
き
た

文
化
財
の
修
理
が
、
今
年
１
月
に
完

了
し
ま
し
た
。

　

今
回
修
理
を
行
っ
た
の
は
、
市
指

定
文
化
財
の
常
陸
國
總
社
宮
随
身
像

で
す
。
こ
の
像
は
左
右
一
対
で
、
向

か
っ
て
右
側
が
「
左
大
臣
」、
左
側
が

「
右
大
臣
」で
、延
宝
８
年（
１
６
８
０
）

に
京
都
の
大
仏
師
で
あ
る
寂じ

ゃ
く
げ
ん

幻
に

よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
理
で
は
、
歴
史
的
な
価

値
を
損
な
わ
ず
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
、
失
わ
れ
た
部
分
は
新
た
に

補
い
、
残
っ
た
彩
色
に
は
剥は

く
ら
く落

止
め

の
処
置
を
行
い
ま
し
た
。

常
陸
國
總
社
宮
随ず

い
し
ん
ぞ
う

身
像

が
蘇
り
ま
し
た

　

２
月
24
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
、

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
主
催
に

よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
元
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ゲ
ー
デ
さ
ん

が
、
兄
の
ト
ー
マ
ス
さ
ん
、
弟
の
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
さ
ん
と
と
も
に
来
日
し
「
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
若
い
世
代

を
美
し
い
音
楽
で
元
気
づ
け
た
い
」と
、

市
内
８
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
所
属
の

生
徒
な
ど
約
８
０
０
人
を
招
待
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
が
バ

イ
オ
リ
ン
、
ト
ー
マ
ス
さ
ん
が

ビ
オ
ラ
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん

が
チ
ェ
ロ
を
担
当
し
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
曲
第
５
番
」「
千
の
風
に

な
っ
て
」「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

な
ど
14
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

演
奏
後
、
石
岡
中
の
櫻
田
詩

織
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
、
府
中
中
の
木
村
理
帆
さ
ん
、

城
南
中
の
大
塚
聖
也
さ
ん
、
国

府
中
の
前
野
祐
里
奈
さ
ん
が
花

束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

３
兄
弟
は
、
生
徒
の
鑑
賞
態

度
の
良
さ
や
き
ち
ん
と
し
た
あ

い
さ
つ
、
礼
儀
正
し
さ
に
大
変

驚
い
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲右大臣 ▲左大臣

２
団
体
と
12
人
が
ス
ポ
ー

ツ
振
興
奨
励
表
彰
を
受
賞▲スポーツ振興奨励表彰受賞者

　

３
月
２
日
、
市
役
所
で
平
成
23
年

度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興

奨
励
表
彰
は
、
関
東
大
会
以
上
の
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
技
術
が

き
わ
め
て
優
秀
な
団
体
や
個
人
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度

は
２
団
体
と
12
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
受
賞
者
・
受
賞
団
体
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
・
学
年

は
受
賞
時
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

【
団
体
の
部
】

＊
石
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

（
軟
式
野
球
）

＊
国
府
中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
個
人
の
部
】

＊
林
翔
太
（
城
南
中
３
年
）
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

＊
川
又
健
吾
（
石
岡
小
２
年
）
鈴
木

颯
（
石
岡
小
４
年
）
テ
コ
ン
ド
ー

＊
深
谷
祐
太
（
東
小
６
年
）
髙
島
大

地
（
東
小
６
年
）
本
田
晃
太
（
東
小

６
年
）
髙
島
巧
太
（
東
小
６
年
）
安

達
友
妃（
東
小
５
年
）木
内
彩
乃（
東

小
５
年
）
海
老
澤
彩
（
東
小
４
年
）

小
川
明
華
（
東
小
４
年
）
バ
ド
ミ
ン

ト
ン

＊
清
水
満
（
石
岡
二
高
教
師
）
体
操

競
技　東

日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
市
へ
の
寄
付
金

・（
財
）
全
国
市
町
村
振
興
協
会

＊
３
月
31
日
現
在

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

広報いしおか 5 月 1 日号  №１５８　６



小
学
生
７
６
４
人
、
中

学
生
７
１
８
人
が
卒
業

　

３
月
10
日
は
生
徒
７
１
８
人
が
中

学
校
を
、
３
月
16
日
に
は
児
童
７
６
４

人
が
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

園
部
小
学
校
で
は
、
40
人
の
児
童

が
、
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
、
在
校

生
、
教
職
員
に
見
守
ら
れ
る
中
、
卒

業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
久
保
康
雄
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
授
与
さ
れ
た
児
童
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
受
け

取
り
、
横
に
待
っ
て
い
る
家
族
に
証

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

校
長
は
式
辞
で
「
支
え
て
く
れ
た

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
が

創
作
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
月
25
日
、
三
村
小
学
校
で
石

岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
（
磯
山

邦
良
会
長
）
が
「
創
作
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
開
催
し
た
も
の
で
、
市

内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

低
学
年
は
、
浮ふ

ち
ん
し
沈
子
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
中
で
浮
き
沈
み
す
る
魚
）

と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
、
高
学
年
は

▲退場する卒業生（体育館） 人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

▲様々なお雛様が飾られている会場（中央公民館）▲ロビーに飾られた吊るし雛（府中地区公民館）

雛ひ
な

ま
つ
り
が
華
や
か
に▲まちかど情報センターの雛かざり

　

２
月
11
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
、

中
心
市
街
地
商
店
街
で
「
い
し
お
か
雛

巡
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
お
か
え
り

な
さ
い 

い
し
お
か
」
を
テ
ー
マ
に
約

90
店
舗
が
参
加
。
常
陸
国
府
館
の
常
設

展
示
場
や
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
、

常
陸
國
總
社
宮
、
み
ん
な
の
広
場
な

ど
に
は
、
お
雛
様
が
趣
向
を
凝
ら
し

て
飾
り
付
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。　

　

２
月
22
日
か
ら
３
月
４
日
に
は
、

柿
岡
地
区
公
民
館
主
催
の
「
柿
岡
の
雛

ま
つ
り
」が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
八
郷
地
区
の
園
児
な
ど
の

作
品
展
示
や
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
押

絵
な
ど
の
体
験
会
、
野
だ
て
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

府
中
地
区
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
は
、

２
月
２
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
、
府

中
女
性
の
会
（
宮
本
た
か
子
会
長
）

が
作
っ
た
折
り
紙
の
吊つ

る
し
雛
が
飾

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
つ
も
利

用
し
て
い
る
公
民
館
を
折
り
紙
で
飾

り
、
訪
れ
た
人
に
明
る
い
気
持
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
会
員
が
心
を
込

め
て
折
り
た
め
て
き
た
も
の
で
す
。

▲感謝状を受けた地女連の代表者（県庁）

市
地
女
連
に
県
の
保
健
福

祉
部
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

　

２
月
22
日
、
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ

た
、
平
成
23
年
度
県
民
健
康
づ
く
り

表
彰
式
で
、
石
岡
市
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
（
亀
井
比
志
子
会
長
）

に
県
保
健
福
祉
部
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
女
連
が
行
っ
て
い
る

ハ
ン
セ
ン
病
の
施
設
慰
問
や
、
慰
霊

碑
参
拝
、
患
者
の
県
人
会
と
の
交
流

な
ど
の
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

竹
細
工
で
カ
ッ
プ
と
は
し
を
作
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い

作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
作
品

を
仕
上
げ
ま
し
た
。

▲浮沈子を作る低学年の子どもたち

　７　 広報いしおか 5 月 1 日号  №１５８



まちの話題・できごと

御
幸
通
り
で
酒
場
め
ぐ

り
・
め
ぐ
み
の
朝
市
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
協
が
震

災
復
興
祈
念
植
樹
祭
開
催

交
通
安
全
を
願
う
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

石
岡
商
工
会
議
所
が
経

済
産
業
大
臣
表
彰
受
賞

マ
ラ
ソ
ン
参
加
の
細
谷
さ

ん
、
み
か
ん
を
差
し
入
れ

　

神
奈
川
県
在
住
の
細
谷
守
さ
ん

は
、
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
に
第

１
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

細
谷
さ
ん
は
、
大
会
に
参
加
す
る

人
に
配
っ
て
ほ
し
い
と
毎
回
み
か
ん

を
差
し
入
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

細
谷
さ
ん
の
み
か
ん
は
、
ゴ
ー
ル

後
、
参
加
者
に
配
ら
れ
、
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

▲細谷さん夫婦

　

こ
の
度
、
石
岡
商
工
会
議
所
（
大

和
田
達
郎
会
頭
）
が
、
被
災
中
小
企

業
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
係
る
功
績

が
認
め
ら
れ
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▲大和田会頭

　

受
賞
後
、
大
和
田
会
頭
は
「
今
後

も
中
小
企
業
の
復
旧
・
復
興
の
た
め

に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

御
幸
通
り
商
店
街
振
興
組
合
が
、

３
月
２
日
・
３
日
に
、
ま
ち
な
か
飲

み
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回
御
幸
通

り
酒
場
め
ぐ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
心
市
街
地
の
14
店
舗

が
自
慢
の
一
品
を
提
供
。
参
加
者
は
チ

ケ
ッ
ト
を
片
手
に
思
い
思
い
の
店
を

は
し
ご
し
な
が
ら
、
地
元
の
飲
食
店
の

魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
に
は
「
第
１
回
御
幸

通
り
め
ぐ
み
の
朝
市
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
地
域
に
愛
さ
れ
る
商
店
街
を

目
指
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
地
元
農
産
物
や
加
工
品
の
販

売
と
合
わ
せ
、
県
内
の
海
産
物
販
売

や
あ
ん
こ
う
の
吊
る
し
切
り
実
演
、

石
岡
囃
子
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ ▲朝市でのあんこうの吊るし切り実演

れ
、
多
く
の
来
訪
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
１
年
と
な
る
３
月

11
日
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
井
坂
日
出
代
会
長
）
が
、
ふ
れ

あ
い
の
里
の
中
庭
で
、
祈
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災
で
亡

く
な
っ
た
方
の
鎮
魂
と
さ
ら
な
る
復

興
支
援
、
防
災
意
識
の
啓
発
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
植
樹
後
、
震
災
発
生
時

刻
の
午
後
２
時
46
分
に
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参
加

者
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
た
風
船
を

合
図
と
と
も
に
一
斉
に
空
に
飛
ば
し
、

復
興
支
援
の
継
続
を
誓
い
ま
し
た
。

▲植樹をする参加者

　

３
月
３
日
、
石
岡
警
察
署
と
東
光

台
交
番
連
絡
協
議
会
（
鈴
木
彪
夫
会

長
）
が
、
東
光
台
交
番
前
で
、
交
通

安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
交
番
の
３
周
年
を
記

念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
協
議
会
員
の
ほ
か
関
係

団
体
や
地
域
住
民
約
50
人
が
参
加
。

協
議
会
員
が
作
っ
た
紅
白
の
餅
に
、

南
小
児
童
が
書
い
た
交
通
安
全
標
語

を
添
え
て
、
啓
発
品
と
と
も
に
ド
ラ

イ
バ
ー
に
配
り
ま
し
た
。

▲交通安全を訴え啓発品を配る参加者

　

薬
物
問
題
が
低
年
齢
層
に
も
拡
大

し
て
い
る
昨
今
、
青
少
年
に
薬
物
乱

用
防
止
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普

及
や
啓
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
松
金

秀
高
会
長
）
と
八
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
岡
本
忠
会
長
）
で
は
、
市
内

の
小
中
学
校
を
中
心
に
、
毎
年
、
薬

物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
南
小
、
北
小
、

林
小
、
小
桜
小
、
瓦
会
小
、
ア
ジ
ア

動
物
専
門
学
校
で
開
催
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲北小で開催した薬物乱用防止教室
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不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県

保
健
福
祉
部 

衛
生
課 

食
の
安
全
対

策
室
、
ま
た
は
県
内
各
保
健
所
へ
相

談
願
い
ま
す
。詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.shoku.pref.

ibaraki.jp/index.cgi

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

shinsai_jouhou/shokuhin.htm
l

・
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

   http://w
w
w
.caa.go.jp/

jisin/pdf/120315_1.pdf

◆
期
日

　

６
月
13
日
（
水
）
〜
17
日
（
日
）

◆
会
場　

　

八
郷
総
合
支
所（
第
２
・
３
・
５
科
）

お
よ
び
中
央
公
民
館
（
第
１
・
４
科
）

特
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
出
品
資
格
者
（
中
学
生
以
下
を
除

く
）

　

石
岡
市
在
住
・
在
勤
の
人
、
石
岡

市
出
身
の
人
、
ほ
か
主
催
者
が
認
め

た
人

◆
種
目
・
出
品
規
定　

第
１
科
【
日
本
画
・
水
墨
画
】
60
号

以
内

第
２
科
【
洋
画
（
油
絵
・
水
彩
画
・

デ
ザ
イ
ン
）】
50
号
以
内

第
３
科
【
彫
刻
・
美
術
工
芸
（
陶
芸
・

ガ
ラ
ス
工
芸
）】
搬
入
・
陳
列
に
使

用
す
る
機
材
な
ど
は
各
自
準
備
。縦
・

横
幅
60
㎝
以
内
、
高
さ
１
０
０
㎝
以

内
。

第
４
科
【
書
】
次
の
種
類
の
い
ず
れ

か
と
し
、
作
品
は
す
べ
て
表
装
す
る

こ
と
。
①
枠
ば
り
、
ま
た
は
条
幅
で

全
紙
以
内
縦
横
自
由　

②
作
品
語
句

（
読
み
下
し
）
を
貼
る
こ
と
。

第
５
科
【
写
真
】
半
切
。
デ
ジ
タ
ル

は
Ａ
３
・
A
３
ノ
ビ
も
可
。
木
製
パ

ネ
ル
も
可
。
全
紙
・
組
写
真
は
不
可
。

※
額
装
の
ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可
。

（
ア
ク
リ
ル
は
可
）

◆
出
品
作
品

・
出
品
作
品
は
、
自
己
の
制
作
し
た   

　

も
の
に
限
る

・
出
品
点
数
は
、
１
人
２
点
以
内

・
出
品
料
は
無
料

・
作
品
に
は
、
展
示
に
耐
え
る
吊つ

り

　

紐ひ
も

を
付
け
る
こ
と

◆
作
品
搬
入

　

6
月
12
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
２
時

・
各
自
で
各
会
場
に
搬
入
す
る
こ
と 

・
会
場
準
備
に
協
力
願
い
ま
す

◆
作
品
の
搬
出

　

6
月
17
日
（
日
）
美
術
展
最
終
日

　

午
後
3
時
以
降

・
各
自
で
各
会
場
か
ら
搬
出
す
る
こ
と

・
会
場
の
片
付
け
に
も
協
力
願
い
ま
す

※
不
慮
の
災
害
な
ど
に
よ
る
作
品
の

損
傷
に
つ
い
て
は
、
賠
償
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

◆
申
込
締
切

　

5
月
31
日
（
木
）

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会 

生
涯
学

習
課
、
市
役
所 

市
民
課
、
各
出
張
所
、

中
央
公
民
館
、
府
中
・
東
・
国
府
・

城
南
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
美
術
展
事
務
局

                         （
生
涯
学
習
課
内
）

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
４
）

第
16
回
八
郷
美
術
展
　
作
品
募
集

　

八
郷
美
術
展
実
行
委
員
会
で
は
、

郷
土
を
愛
し
、
芸
術
文
化
に
よ
る
地

域
づ
く
り
へ
の
意
識
が
高
揚
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
第
16
回
八
郷
美
術

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
出
品
を
待
っ
て
い
ま
す
。

6
月
13
〜

17
日
開
催

美
術
展
に
出
品
し
よ
う
！

   

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
福
島
原
発

の
事
故
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
は
昨

年
3
月
17
日
に
緊
急
的
な
措
置
と
し

て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
よ
り
示
さ

れ
て
い
た
「
飲
食
物
摂
取
制
限
に
関

す
る
指
標
」
を
食
品
中
の
放
射
性
物

質
に
係
る
食
品
衛
生
法
上
の
暫
定
規

制
値
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
食
品
安
全
委
員
会
に
よ

る
食
品
健
康
影
響
評
価
お
よ
び
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
審
議
を
経

て
、
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に

係
る
新
基
準
値
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
基
準
値
は
、
本
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
部
食
品
（
牛
肉
、
米
、
大

豆
な
ど
）
に
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
注
意
願
い
ま
す
。

食品群 基準値
飲料水 10
牛乳 50

一般食品 100
乳児用食品 50

○放射性セシウムの暫定規制値
※放射性ストロンチウムを含
めて規制値を設定

○放射性セシウムの新基準値
※放射性ストロンチウム、プ
ルトニウム等を含めて基準値
を設定

（単位：ベクレル /kg)

⇦ ■
問
い
合
わ
せ　

放
射
線
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

HP HPHP

石
岡
市
芸
術
祭

　　食品群　   規制値
飲料水 200

牛乳・乳製品 200
野菜類

500
穀類

肉・卵・魚
その他

食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に

　
係
る
基
準
値
が
変
わ
り
ま
し
た

・
い
ば
ら
き
食
の

　
　
　

安
全
情
報  W

eb Site
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生
ご
み
は
水
切
り
し
て
か
ら

　

生
ご
み
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
ご
み
袋
か
ら
水
分
が
垂

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
、
袋
に
入
れ
る

前
に
、
さ
ら
に
ひ
と
絞
り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト

①
悪
臭
や
腐
敗
防
止
に
役
立
つ

②
匂
い
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
猫
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

　

る
ご
み
の
散
乱
を
防
ぐ

③
重
量
を
減
ら
せ
る
の
で
、
ご
み
の
軽
量
化
が
図
れ
る

④
ご
み
処
理
場
の
焼
却
効
率
や
ご
み
収
集
車
の
運
搬
効
率

　

が
向
上
し
、
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る

　牛
乳
パ
ッ
ク
の
拠
点
回
収
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
願
い
ま
す
。

【
回
収
場
所
】

・
市
役
所 

生
活
環
境
課

・
石
岡
市
民
会
館　

・
中
央
図
書
館

・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 
ひ
ま
わ
り
の
館

・
各
地
区
公
民
館

　
（
国
府
・
府
中
・
東
・
城
南
）

・
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館　

・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
旭
台
会
館

・
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

・
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館
　

・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館
　

・
児
童
セ
ン
タ
ー

　

生
ご
み
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
ご
み
袋
か
ら
水
分
が
垂

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
、
袋
に
入
れ
る

前
に
、
さ
ら
に
ひ
と
絞
り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト

★
水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト

①②

　

る
ご
み
の
散
乱
を
防
ぐ

③④

　

が
向
上
し
、
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る

 

牛
乳
パ
ッ
ク
拠
点
回
収

石
岡
地
区

【
出
し
方
】

　

内
側
を
水
洗
い
し
て
切
り
開

き
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
（
銀
色
）
さ
れ
て
い
る
パ
ッ

ク
、
カ
ビ
や
汚
れ
の
あ
る
パ
ッ

ク
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
無
色
び
ん
」
は
、
コ
ッ
プ
な
ど
の
無
色

透
明
の
食
器
類
や
板
ガ
ラ
ス
と
は
、
材
質

が
違
う
た
め
、
分
別
が
異
な
り
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
『
び
ん
』
は
、
細
か
く
砕
か
れ
て
新
た
な
び
ん
や
建
築
・

園
芸
資
材
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
を
よ
く

す
る
た
め
に
は
、
色
別
に
分
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
び
ん
の
色
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
た
口
元
の
色
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
色
を
確
認
し

た
ら
、
中
を
ゆ
す
ぎ
、
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
び
ん
』
以
外
の
コ
ッ
プ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
は
、石
岡
地
区
で
は
「
陶
器
類
」

に
、
八
郷
地
区
は
「
不
燃
ご
み
・
カ
ン
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
八
郷
地
区
で
は
、殺
虫
剤
や
化
粧
品
な
ど
の
薬
品
び
ん
は
「
不
燃
ご
み
・

カ
ン
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

無
色
び
ん｣

と

｢

ガ
ラ
ス
類｣

は
分
別
し
て

　

が
向
上
し
、
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る

　

が
向
上
し
、
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る

　

空
缶
や
び
ん
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
テ
ナ
に
入
り
き
ら
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
袋
に
入
れ
て
出
し

て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、回
収
す
る
の
は
当
日
の
「
ご
み
」
の
み
で
、

袋
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
回
収
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
袋
は
、
風
で
飛
ば
さ
れ

る
な
ど
近
隣
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
テ
ナ
は
市
か
ら
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
色
の
指
定
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
市
販
品
な
ど
を
購
入
す
る
な
ど
、
集
積
所
を
利
用
す
る
皆

さ
ん
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方

石
岡
地
区

＊
び
ん
は
、
色
分
け
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
か
さ
ば
る
の

で
、
足
な
ど
で
つ
ぶ
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

中
を
洗
い
流
し
て
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
回
収
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
ま

で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
外
し
て
、

石
岡
地
区
は
「
燃
え
る
ご
み
」
に
、

八
郷
地
区
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
石
岡
地
区
で
は
、
５
月
か
ら
10
月

ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
を
月
２

回
行
い
ま
す
。
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

　
　つ
ぶ
し
て
か
ら▲足などでつぶす

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
か
さ
ば
る
の

で
、
足
な
ど
で
つ
ぶ
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

中
を
洗
い
流
し
て
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
回
収
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
ま

で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
外
し
て
、

石
岡
地
区
は
「
燃
え
る
ご
み
」
に
、

八
郷
地
区
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
石
岡
地
区
で
は
、
５
月
か
ら

ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
を
月
２

回
行
い
ま
す
。
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

　
　つ
ぶ
し
て
か
ら

　
　つ
ぶ
し
て
か
ら

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
４
６
）

広報いしおか5月1日号  №１５８　１０



参加者募集
子育て支援事業
　石岡市地域女性団体連絡協議会では、今年も「ほっ
とスペース」を開催します。あたたかい雰囲気の中で
交流を深め、一緒に遊び、食事をしながら、子育ての
楽しさや悩みなどを話し合いましょう。
●開催日時・場所
 ６月 6日（水）石岡保健センター
 ７月３日（火）葦穂地区多目的研修センター
10月９日  （火）  朝日里山学校
11月９日（金）石岡保健センター
12月７日（金）八郷保健センター
いずれも、午前 10時 30分～
（受け付け 午前 10時～）
●対象者　
　市内在住の乳幼児とその親　30組
●参加費　親子で 300 円（1回）
　　　　　※ 10月９日（火）のみ 500 円
※子どもの飲み物などは、持参ください。
●申込方法　5月 21 日（月）までに生涯学習課へ電
話で申し込みください。定員に満たない場合は随時受
け付けます。（受け付けは平日の午前9時～午後５時）
●申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎ 43-1111（内線 1237）

　
「
何
か
は
じ
め
て
み
よ
う
か
な
」「
こ
ん
な
こ
と
を

学
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
た
と
き
、
市
民
講
師
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を
募
り「
市
民
講
師
」

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

◆
支
給
額
（
月
額
）

※
右
の
表
の
「
第
１
子
」
は
、
０
歳

か
ら
18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31

日
を
迎
え
る
ま
で
の
期
間
に
あ
る
児

童
の
う
ち
の
年
長
者
で
、
以
降
、
第

２
子
、
第
３
子
と
数
え
ま
す
。

◆
支
給
月

※
平
成
24
年
６
月
期
に
つ
い
て
は
、

２
・
３
月
は
子
ど
も
手
当
分
、
４
・
５

月
は
児
童
手
当
分
と
な
り
ま
す
。

ほっとスペース

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
は
児
童
手
当
制
度
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
３
月
時
点
で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
4
月
か

ら
児
童
手
当
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
以
降
、
違
う
市
町
村
に
転
居
し
た
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

き
に
は
、
申
請
を
し
な
い
と
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
の
都
度
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
６
月
以
降
、
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
後
日
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
登
録
ジ
ャ
ン
ル

・
絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・
写
真
・
彫
塑

・
伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
歌
舞
伎
講
座

・
生
涯
教
育
・
外
国
語
・
文
学
・
文
芸
・
郷
土
史

・
園
芸
・
工
芸
・
手
芸
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
レ
イ

・
料
理
・
着
付
け
・
食
品
衛
生

・
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健
康
法
な
ど

子ども手当は、4月から
児童手当に変わりました！

児
童
手
当
に
つ
い
て

◆
対
象
者

　

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童

（
国
内
に
居
住
す
る
）
を
養
育
し
て

い
る
人

※
留
学
中
の
子
ど
も
は
対
象
に
な
り

ま
す
。
ま
た
施
設
に
入
所
し
て
い
る

児
童
に
つ
い
て
は
、
施
設
設
置
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

６
月
分
か
ら
所
得
制
限
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
現
況
届
な
ど
に
よ
り
受
給

者
が
所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
と
き

は
当
分
の
間
、
支
給
額
が
児
童
1
人

に
つ
き
月
額
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

扶養親族等
の数（人）

所得額
（万円）

収入額
（万円）

０ 622 833

１ 660 875

２ 698 917

３ 736 960

４ 774 1,002

平成 23年 10月分からの子ども手当の申請をしていない人は、9月 30日までに申請してください。
※ 9月 30日以降の申請の場合は申請した翌月分からの支給となります。

６
月
期

２
月
〜
５
月
分

10
月
期

６
月
〜
９
月
分

２
月
期

10
月
〜
１
月
分

◆
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

応援します！
あなたの生涯学習

対
象
年
齢

支
給
額

３
歳
未
満

１
万
５
０
０
０
円

３
歳
〜
小
学
生

（
第
１
子
、第
２
子
）

１
万
円

３
歳
〜
小
学
生

（
第
３
子
以
降
）
１
万
５
０
０
０
円

中
学
生

１
万
円

◆
市
民
講
師
の
活
用
の
仕
方

①
５
人
程
度
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
内
容
、

学
習
場
所
を
決
め
ま
す
。

②
市
民
講
師
と
直
接
日
程
な
ど
の
交
渉
を
し

ま
す
。

③
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
講
師
と
し
て
登
録
す
る
人
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

※
市
民
講
師
の
利
用
案
内（
講
師
登
録
名
簿
）

は
生
涯
学
習
課
、
中
央
公
民
館
、
府
中
・
東
・

城
南
・
国
府
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
８
）
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市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
１
〜
３
月
末
】

・
発
生
件
数　
　
　

77
件
（
＋
２
）

・
死
者
数　
　
　

２
人
（
＋
２
）

・
負
傷
者
数　
　
　

96
人
（
－
6
）

・
物
損
事
故 　
　
　
　

   

４
７
４
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募

　
　集

石岡市役所
　☎ 23‐1111
八郷総合支所
　☎ 43‐1111
石岡消防署
　☎ 23‐0119
八郷消防署
　☎ 43‐6491
火災情報
　☎ 24‐1818
テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ
ベ
ン
ト

石
岡
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

施
策
を
総
合
的
、
効
果
的
に
行
う
た

め
に
設
置
し
、
健
康
づ
く
り
の
識
見

を
持
っ
て
い
る
18
人
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

石
岡
市
地
域
医
療
協
議
会
委
員

　

健
康
危
機
管
理
体
制
の
整
備
や
地

域
医
療
の
対
策
な
ど
の
施
策
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
設
置

し
、
医
療
施
策
の
識
見
を
持
っ
て
い

る
15
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
①
〜
③
の
条
件
を

満
た
す
人

協
議
会
委
員
を
募
集

石
岡
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

民
話
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
落
語

な
ど
心
に
響
く
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

集
め
た
朗
読
会
で
す
。

日
時　

５
月
26
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

　中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

参
加
費　

無
料

朗
読　

な
い
と
う 

き
み
こ
さ
ん

　
　
（
元
茨
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館 

朗
読
同
好
会
（
担
当
：

植
木
）

☎
２
２
・
２
５
６
９

大
人
の
た
め
の

　
　
　お
は
な
し
会

５
月
26
日 

第
４
回

日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

　陸
上
自
衛
隊 

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　
　
　
　
（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

内
容　

記
念
式
典
、
ト
ロ
ッ
コ
運
行
、

歩ほ
し
ょ
う
け
ん

哨
犬
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
・

試
乗
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
展
示
・
地
上

滑
走
試
乗
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト 

な
ど

※
一
般
開
放
の
時
間
や
荒
天
時
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
一
部
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊 

霞
ヶ
浦
駐
屯
地 

広
報
班

☎
０
２
９
・
８
４
２
・
１
２
１
１

　

 http://w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
eae/eadep/index.htm

l

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　
　
　一
般
開
放

５
月
20
日　

59
周
年
記
念
行
事

①
市
内
在
住
で
、
平
成
24
年
１
月
１

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人

②
年
１
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席
可

能
な
人
（
平
日
の
昼
間
に
開
催
）

③
市
の
他
の
協
議
会
委
員
な
ど
に

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

任
期　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
26

年
６
月
30
日
ま
で

募
集
人
数　

各
２
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
）

応
募
方
法　

石
岡
・
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
に
備
え
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
く
だ
さ

い
。

応
募
締
切　

５
月
18
日
（
金
）
当
日

消
印
有
効

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
〒
３
１
５
─０
０
２
７

　
石
岡
市
杉
並
２
─１
─１

　
☎
２
４
・
１
３
８
６

　
FAX
２
４
・
４
６
３
８

・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
〒
３
１
５
─０
０
１
６

　
石
岡
市
柿
岡
２
７
５
０

　
☎
４
３
・
６
６
５
５

　
FAX
４
４
・
１
４
９
２

ＨＰ

情報
ネットワーク
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情報　ネットワーク

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
講
演
会
を
開
催

　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で
く

だ
さ
い
。

◆
「
デ
フ
レ
時
代
を
勝
ち
抜
く
た
め

の
経
済
学
」

日
時　

５
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

講
師　

森
永 

卓
郎 

氏

　
　
　
　
　
　
（
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
）

◇
都
々
逸
と
民
謡
「
筑
波
山
唄
」
教
室

　三
味
線
や
尺
八
の

音
色
に
合
わ
せ
て
、

み
ん
な
で
楽
し
く

都
々
逸
や
筑
波
山
唄

を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
７
・
14
・
21
日
、
７
月
５
・

12
・
19
日
の
木
曜
日 

全
３
回

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　

樚
本 

義
次
先
生
（
尺
八
）、

藤
本 

秀
日
南
先
生
（
三
味
線
）

定
員　

15
名

受
講
料　

無
料

◇
ル
ー
ム
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

い
ら
な
く
な
っ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
３
枚

で
色
と
り
ど
り
の

ぞ
う
り
が
出
来
る

優
れ
も
の
で
、と
っ

て
も
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
す
。

日
時

①
６
月
19
日
（
火
）・
20
日
（
水
）　

②
７
月
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）

①
８
月
８
日
（
水
）・
９
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

塚
田 

ヒ
ロ
子 

先
生

定
員　

15
名

ひ
ま
わ
り
の
館
で

       
　
　体
験
教
室
！

受
講
料　

無
料

※
Ｔ
シ
ャ
ツ
３
枚
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ズ
ム
体
操

　

母
子
の
触
れ
合
い
と
産
後
の
母
体

回
復
、
友
達
作
り
、
マ
マ
と
の
手
遊

び
、
発
達
の
促
し
な
ど
を
目
的
に
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
操
し
ま
す
。

日
時

　５
月
22
日
、
６
月
12
・
26
日
、

７
月
10
・
24
日
の
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

対
象
者　

生
後
３
～
10
か
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
親

講
師　

佐
藤 
直
子 

先
生

定
員　

30
組

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
５
回
分
）

◇
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
教
室

日
時　

６
月
８
・
15
・
22
・
29
日
の

金
曜
日　

全
４
回　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

高
橋 

知
良 

先
生

定
員　

15
名

教
材
費　

１
０
０
０
円

◇
押
し
花
ア
ー
ト
教
室

　

押
し
花
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス

タ
ー
や
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
、
う

ち
わ
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー

ス
な
ど
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
６
・
20
日
、
７
月
４
・

18
日
、
８
月
８
・
22
日
の
水
曜
日

全
６
回　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

根
津 

芳
子 

先
生

定
員　

15
名

教
材
費　

３
７
８
０
円
（
６
回
分
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
開
始　

５
月
８
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
月
曜
日
は
休

館
の
た
め
、受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

定
員　

４
４
０
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

◆「
東
北
の
今
～
被
災
地
か
ら
の
声
」

　

毎
週
末
、
東
北
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
っ
て
い
る
人
た
ち
の
想
い
、
故

郷
に
生
き
る
人
た
ち
の
本
当
の
声
を

聞
い
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
50
分

講
師　

菅
野 

典
雄 

氏

　
　
　
　
　

 

（
飯
舘
村
村
長
）
ほ
か

定
員　

４
４
０
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

◆
「
新
し
い
焼
き
物
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　～
つ
く
ば
焼
～
」

日
時　

６
月
10
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

講
師　

都
賀 

俊
雄 

氏

　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
焼
創
設
者
）

定
員　

４
４
０
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

土
浦
市
大
和
町
９
─１ 

ウ
ラ
ラ
ビ
ル

５
階

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
１
１
０
１
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交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

５
月
20
日
の
ツ
ー
ル
・
ド
・

さ
く
ら
が
わ
開
催
に
伴
い
、
石

岡
方
面
へ
の
片
側
車
両
進
入
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
協
力
願
い

ま
す
。

●
交
通
規
制
日
時

　

５
月
20
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
10
時

問
い
合
わ
せ　

ツ
ー
ル
・
ド
・

さ
く
ら
が
わ
実
行
委
員
会

☎
０
２
９
６
・
７
５
・
２
３
０
４

ゆりの郷

つくばね
オートキャンプ場

峰寺山
西光院

小幡小

葦穂小

八郷南中

八郷中央
浄水場

きのこ山

つつじケ丘

湯
袋
峠 フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

規制区間

至
桜
川
市

境界線 至
笠
間
市

新
緑
の
里
美

滝
め
ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

５
月
27
日　

鍋
足
山

期
日　

５
月
27
日
（
日
）

集
合
場
所
・
時
間

Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

午
前
７
時
集
合

コ
ー
ス　

鍋
足
山
（
常
陸
太
田
市
）

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
人
へ

医
療
事
務
講
座
講
習
会

日
時　

６
月
10
日
～
11
月
18
日
の

土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
延
べ
日
数
22
日
で
、
講
習
時
間
は

１
１
０
時
間
で
す
。

会
場　

県
立
母
子
の
家 

母
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11
―52
）

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

婦
に
な
っ
て
概

お
お
むね
７
年
以
内
で
、
全

日
程
に
出
席
で
き
、
今
後
就
労
を
希

望
し
て
い
る
人

※
受
講
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
、
除

き
ま
す
。

募
集
人
員　

23
名
程
度

受
講
料　

６
０
０
０
円（
教
材
な
ど
）

※
別
途
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
行
事
用
保

険
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
書
の
ほ
か
、
Ａ
４

原
稿
用
紙
に
受
講
理
由
と
参
加
動
機

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
役
所 

こ

ど
も
福
祉
課
と
八
郷
総
合
支
所 

市
民

窓
口
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

５
月
25
日
（
金
）
当
日

消
印
有
効

そ
の
他　

託
児
所
あ
り
（
２
歳
児
未

満
は
対
象
外
、
所
得
に
応
じ
て
個
人

負
担
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

県
立
母
子
の
家 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０
―０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
―52

☎
０
２
９
─２
２
１
─８
４
９
７

ひ
ま
わ
り
体
操

　

み
ん
な
と
楽
し
く
体
操
し
て
、
運

動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
14
・
21
日
、
７
月
12
・

19
・
26
日
、
８
月
９
・
23
・
30
日
、

９
月
13
・
20
日
、
10
月
11
・
18
日
の

木
曜
日　

全
12
回　

午
後
３
時
30
分

～
５
時

※
講
師
の
都
合
に

よ
り
、
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
を

制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

募
集
人
員
　
30
名

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

講
師　

木
村 

幸
子 

先
生

第
２
弾

費
用
　
無
料

申
込
方
法　

５
月
８
日
（
火
）
か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
バ
ス
代
・

保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
み
物
・
雨
具
・
補
助
食
な
ど

申
込
方
法　

石
岡
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
直
接

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

５
月
21
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

石
岡
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

石
岡
市
北
府
中
１
─７
─71

☎
２
４
・
４
４
２
８
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情報　ネットワーク

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

23 林道災害復旧工事
第 2 号（北筑波稜線・
丸山線）

大増
希） 2,550
予） 2,455
落） 2,120

㈱鬼沢組

3.1623 国林第 1 号
半田線林道開設工事 半田

希） 2,470
予） 2,428
落） 2,340

堺建設㈱

23 市道 B6706 号線
（美野里・八郷線）
流末排水整備工事 

山崎
希） 2,020
予） 1,925
落） 1,912

㈱岡崎土建

23 石岡市立東小学校
旧屋内運動場
解体工事

旭台
一丁目

11番3号

希） 1,713
予） 1,634
落） 1,625

興民建設㈱ 3.28

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

23 市道 B6706 号線
（美野里・八郷線）道路

改良工事 4 工区 その 1
山崎

希） 1,158
予） 1,134
落）    998

㈱三企工業

H24
3.8

23 単・市道 A0122 号線
排水整備工事 三村

希）    939
予）    926
落）    885

㈲福田
工務店

23 単・市道 A4134 号線
交通安全施設工事

旭台
三丁目

希）    487
予）    480
落）    460

水研工業㈱

23 龍神山線
災害復旧工事 染谷

希）    236
予）    232
落）    194

㈲内田
基礎工業

23 石岡駅周辺整備事業
西口駅前
用地測量業務委託

国府
一丁目

希）    205
予）    200
落）    190

㈱明和技術
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

石岡営業所

23 座標変換・点検
測量業務委託

貝地Ⅱ・
駅東Ⅳ・

恋瀬川右岸
国府・若宮
・若松地区

予）    274
落）    260 昭和測量㈱

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）

３月の入札結果３月の入札結果

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
発
生

時
に
医
療
救
護
班
を
被
災
地
に
派
遣

し
、
巡
回
診
療
な
ど
を
行
っ
た
り
、

避
難
所
な
ど
で
不
便
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
被
災
者
へ
必
要
な
物
資

の
配
分
を
し
て
い
ま
す
。
赤
十
字
社

は
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
組
織
さ

れ
、
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
世
界

各
地
の
災
害
の
被
害
者
・
紛
争
犠
牲

者
や
発
展
途
上
国
の
人
々
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
社
で
は
、
多
く
の
人
た
ち

に
赤
十
字
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
赤
十
字
社

５
月
は

「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

酒
販
店
な
ど
へ
の
買
い
物
の
機
会

に
、
お
酒
売
場
の
未
成
年
者
飲
酒
防

止
の
た
め
の
表
示
状
況
な
ど
を
確
認

し
、税
務
署
に
連
絡
し
て
も
ら
う『
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
』
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

※
応
募
方
法
、
募
集
期
間
、
委
嘱

期
間
な
ど
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/

）

で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
戸
税
務
署 

酒
類
指
導
官

☎
０
２
９
・
２
３
１
・
４
３
２
３

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

平
成
24
年
度 

協
力
員
募
集

そ

の

他

毎
週
金
曜
日
「
陽
だ
ま
り

の
樹
」
放
送
中
！

　

故 

手
塚
治
虫
氏
の
漫
画
『
陽
だ

ま
り
の
樹
』
は
、
府
中
藩
（
現
在
の

石
岡
市
）
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
陽
だ
ま
り
の
樹
」
が
、
４

月
６
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
（
全
12

回
）
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
８
時
か

ら
Ｂ
Ｓ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
演
者
は
、
市
原
隼
人
さ
ん
、

成
宮
寛
貴
さ
ん
、
笹
野
高
史
さ
ん
ほ

か
、
豪
華
な
キ
ャ
ス
ト
で
す
。

　

石
岡
市
に
縁
の
あ
る
こ
の
番
組
を

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
番
組
で
活
躍
す
る
府
中
藩
医

の
手
塚
良
仙
・
良
庵
親
子
は
、
故 

手
塚
治
虫
氏
の
祖
先
に
あ
た
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
22
年
４
月
以
降
に
使
用
可
能
と

な
っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続

を
す
る
人
に
は
、
申
請
に
よ
り
上
限

３
年
以
内
の
接
続
に

　
　
　

補
助
金
を
交
付

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

４
万
円
の
接
続
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
交
付
対
象
地
区
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
必
要
書
類

・
排
水
整
備
等
計
画（
変
更
）確
認
申

請
書

・
市
税
完
納
証
明
書

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

下
水
道
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
６
）

員
へ
の
加
入
（
年
額
５
０
０
円
以
上

を
納
入
し
て
く
れ
る
人
）
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、
支
援
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

Ｂ
Ｓ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

１５　 広報いしおか 5 月 1 日号  №１５８


